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連
歌
作
品
と
古
注
釈
の
成
立
に
つ
い
て　
　
　

浅
井
美
峰
＊
日
本
文
化
学
科　

非
常
勤
講
師　

を
入
れ
、
次
に
、
連
歌
の
張
行
さ
れ
た
年
と
宗
牧
の
付
注
年
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
た
。

『
湯
山
三
吟
百
韻
』
注
（
宗
祇
・
宗
長
・
肖
柏
）

延
徳
三
（
一
四
九
一
）
年
／
天
文
七
（
一
五
三
八
）
年

『
小
松
原
独
吟
百
韻
』
注
（
宗
祇
）

延
徳
四
（
一
四
九
二
）
年
／
未
詳

『
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
』
注
（
宗
祇
）

明
応
八
（
一
四
九
九
）
年
／
未
詳

『
矢
嶋
小
林
庵
百
韻
』
注
（
宗
長
・
宗
牧
）

大
永
七
（
一
五
二
七
）
年
／
天
文
七
年

『
享
禄
五
年
住
吉
法
楽
百
韻
』
注
（
三
条
西
実
隆
・
宗
牧
）

享
禄
五
（
一
五
三
二
）
年
／
天
文
七
年

『
天
文
九
年
梅
宗
牧
両
吟
百
韻
』
注
（
近
衛
稙
家
・
宗
牧
）

天
文
九
（
一
五
四
〇
）
年
／
天
文
十
一
（
一
五
四
二
）
年

『
天
文
十
三
年
十
二
月
宗
牧
独
吟
百
韻
』
注
（
宗
牧
）

天
文
十
三
（
一
五
四
四
）
年
／
天
文
十
四
（
一
五
四
五
）
年

『
天
文
十
四
年
二
月
宗
牧
独
吟
百
韻
』
注
（
宗
牧
）

天
文
十
四
年
／
天
文
十
四
年

『
天
文
十
四
年
土
岐
原
治
英
所
望
宗
牧
独
吟
百
韻
』
注
（
宗
牧
）

天
文
十
四
年
／
天
文
十
四
年

　

千
句
や
句
集
で
は
な
く
百
韻
に
注
釈
が
付
さ
れ
て
い
る
点
、
独
吟
・
両
吟
・
三
吟

に
限
ら
れ
る
点
、
多
く
の
注
釈
は
天
文
年
間
に
成
立
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
注
釈
を
、
そ
の
性
格
か
ら
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
。
第
一
グ
ル
ー
プ
は
、

『
湯
山
三
吟
百
韻
』
注
、『
小
松
原
独
吟
百
韻
』
注
、『
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
』
注
で
、

宗
牧
が
師
の
宗
長
や
そ
の
師
で
あ
る
宗
祇
の
作
品
、
言
わ
ば
規
範
と
す
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
作
品
に
対
し
て
注
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
グ
ル
ー
プ
は
『
矢
嶋
小
林

連
歌
作
品
と
古
注
釈
の
成
立
に
つ
い
て

　

―
　

天
文
年
間
の
宗
牧
注
を
起
点
と
し
て
　

―
　

浅
井
美
峰＊

一　

は
じ
め
に

　

連
歌
の
古
注
釈
は
、
連
歌
作
品
の
単
な
る
鑑
賞
の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
先
達

の
連
歌
を
学
ぶ
た
め
、
連
歌
実
作
の
た
め
に
読
ま
れ
た
も
の
で
あ
）
1
（

る
。
そ
の
た
め
、

基
本
的
に
平
明
な
分
か
り
や
す
い
説
明
が
為
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
連
歌
の
古

注
釈
は
、
ど
の
よ
う
な
特
色
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
古
注
釈
の
中
で
も
詳
細
な
記
述
が
特
徴
と
さ
れ
る
連
歌
師
宗
牧

の
百
韻
の
注
釈
を
取
り
上
げ
、
連
歌
作
品
と
そ
の
古
注
釈
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
考

え
た
い
。
宗
牧
は
、
宗
長
・
宗
碩
に
師
事
し
、
そ
の
師
の
没
後
、
天
文
九
年
頃
か
ら

北
野
の
宗
匠
職
を
受
け
継
ぎ
、
連
歌
の
第
一
人
者
と
な
っ
た
と
さ
れ
）
2
（

る
。

　

ま
ず
、
宗
牧
の
古
注
釈
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
宗
牧
の
古
注
釈
を
付
注
作
品
の
成

立
順
に
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
作
品
名
を
挙
げ
、
括
弧
の
中
に
そ
の
連
衆
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
八
号　

二
〇
二
〇
年

　
『
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
』
は
明
応
八
年
に
宗
祇
が
四
か
月
掛
け
て
完
成
さ
せ
た
独

吟
百
韻
で
あ
る
。
注
釈
に
つ
い
て
は
、
金
子
金
治
郎
『
連
歌
古
注
釈
の
研
究
』
で
、

本
奥
書
に
「
宗
牧
註
之
」（
東
大
本
）、「
宗
長
以
直
談
被
注
之
」（
金
沢
本
）
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
宗
長
の
談
話
に
よ
る
宗
牧
の
注
だ
と
し
て
い
る
の
に
従
っ
て
宗
牧
注
と

見
て
お
く
。
他
に
宗
牧
と
同
時
代
の
周
桂
の
講
釈
に
よ
る
注
と
、
そ
れ
に
近
世
に
な

っ
て
西
順
が
私
案
を
書
き
込
ん
だ
注
が
存
在
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
見
る
と
、
こ
の
第
一
グ
ル
ー
プ
の
注
に
つ
い
て
、
前
節
で
規
範

的
作
品
に
付
注
し
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
師
の
説
を
取
り
入
れ
て
注
釈
が
書
か
れ
て

い
る
こ
と
も
分
か
る
。
宗
長
か
ら
宗
牧
へ
、
宗
牧
か
ら
そ
の
門
人
等
へ
と
作
品
の
注

釈
が
受
け
継
が
れ
て
い
く
様
子
の
一
端
が
読
み
取
れ
る
。

三　

第
二
グ
ル
ー
プ
の
百
韻
注

　

次
に
第
二
グ
ル
ー
プ
の
『
矢
嶋
小
林
庵
百
韻
』・『
享
禄
五
年
住
吉
法
楽
百
韻
』・

『
天
文
九
年
梅
宗
牧
両
吟
百
韻
』
の
注
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
確
認
す
）
4
（

る
。

　
『
矢
嶋
小
林
庵
百
韻
』
は
、
大
永
七
年
一
月
に
近
江
国
矢
嶋
小
林
寺
に
於
い
て
、

三
条
西
実
隆
の
発
句
に
続
け
て
宗
長
と
宗
牧
が
二
人
で
詠
ん
だ
も
の
で
、
宗
牧
の
自

注
か
ら
は
、
宗
長
の
指
導
に
よ
っ
て
句
を
修
正
す
る
様
子
等
が
窺
わ
れ
）
5
（

る
。
ま
た
、

八
四
番
句
「
あ
ら
は
れ
ぬ
べ
く
恋
ぞ
な
り
行
」
の
注
に
「
此
一
句
遣
句
な
が
ら
、

少
々
秀
逸
に
も
ま
さ
り
侍
ら
む
。
連
歌
の
極
め
た
る
大
事
也
と
ぞ
。
歌
に
地
歌
と
申

し
侍
る
も
如
此
の
事
と
ぞ
。
境
に
入
る
人
に
許
さ
れ
た
る
上
に
な
ら
で
は
仕
り
が
た

か
る
べ
き
由
、
此
懐
紙
一
覧
の
次
に
宗
碩
も
申
し
侍
り
」
と
あ
り
、
作
品
が
完
成
し

て
そ
の
懐
紙
を
見
せ
た
時
の
宗
碩
の
説
も
注
釈
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
分
か

る
。

　
『
享
禄
五
年
住
吉
法
楽
百
韻
』
は
、
享
禄
五
年
一
月
に
宗
牧
が
三
条
西
実
隆
邸
を

庵
百
韻
』
注
、『
享
禄
五
年
住
吉
法
楽
百
韻
』
注
、『
天
文
九
年
梅
宗
牧
両
吟
百
韻
』

注
で
、
宗
牧
自
身
が
師
の
宗
長
や
、
三
条
西
実
隆
、
近
衛
稙
家
の
よ
う
な
貴
顕
と
と

も
に
詠
ん
だ
作
品
の
注
釈
で
あ
る
。
第
三
グ
ル
ー
プ
は
、『
東
国
紀
行
』
に
記
さ
れ

た
、
天
文
十
三
年
か
ら
十
四
年
に
か
け
て
の
旅
中
の
独
吟
の
連
歌
の
注
釈
で
あ
る
。

　

ま
ず
次
節
で
第
一
グ
ル
ー
プ
の
百
韻
注
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
た
物
か

を
見
て
い
く
。

二　

第
一
グ
ル
ー
プ
の
百
韻
注

　

ま
ず
、
一
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
と
し
た
『
湯
山
三
吟
百
韻
』・『
小
松
原
独
吟
百

韻
』・『
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
』
の
注
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
確
認
す
）
3
（
る
。

　
『
湯
山
三
吟
百
韻
』
は
宗
祇
と
そ
の
高
弟
の
宗
長
・
肖
柏
に
よ
っ
て
延
徳
三
年
に

巻
か
れ
た
百
韻
で
、
先
行
す
る
長
享
二
年
張
行
の
『
水
無
瀬
三
吟
百
韻
』
と
並
ん
で
、

宗
祇
の
代
表
的
な
作
品
と
し
て
広
く
読
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宗
牧
注
の
本
奥
書
に

「
此
の
一
座
、
柴
屋
老
人
に
い
さ
さ
か
尋
ね
侍
る
事
は
有
り
な
が
ら
」
と
し
、
三
句

目
の
注
に
も
「
此
の
懐
紙
周
防
へ
下
さ
れ
し
時
、
大
守
政
弘
態
以
飛
脚
、
第
三
の
趣
、

祇
公
へ
御
尋
之
由
、
宗
長
物
語
申
さ
れ
侍
り
」
と
あ
り
、
宗
牧
が
宗
長
（
柴
屋
軒
）

か
ら
こ
の
百
韻
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
が
注
釈
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
金
子
金
治

郎
『
連
歌
古
注
釈
の
研
究
』
に
よ
る
と
、
宗
牧
注
の
他
に
注
者
未
詳
の
注
釈
が
四
種

類
存
在
す
る
。

　
『
小
松
原
独
吟
百
韻
』
は
延
徳
四
年
に
宗
祇
が
紀
州
小
松
原
城
主
湯
河
安
房
守
政

春
の
求
め
に
応
じ
た
独
吟
百
韻
で
あ
る
。
本
奥
書
に
「
此
一
座
は
孤
竹
斎
、
寒
夜
之

雑
話
の
次
に
各
も
よ
ほ
し
て
問
侍
し
を
其
ま
ま
記
し
つ
け
侍
り
ぬ
」
と
あ
り
、
宗
牧

（
孤
竹
斎
）
が
直
接
記
し
た
注
釈
で
は
な
い
が
、
宗
牧
か
ら
の
聞
き
書
き
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
多
く
は
短
文
で
簡
潔
に
句
の
内
容
を
説
明
し
て
い
る
。
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連
歌
作
品
と
古
注
釈
の
成
立
に
つ
い
て　
　
　

浅
井
美
峰

に
取
り
込
ん
で
い
る
、
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　

次
に
挙
げ
る
『
矢
嶋
小
林
庵
百
韻
』・『
享
禄
五
年
住
吉
法
楽
百
韻
』
の
宗
牧
注
を

載
せ
る
宮
内
庁
書
陵
部
桂
宮
本
の
奥
）
9
（
書
に
、

右
二
百
韻
、
備
御
一
覧
候
処
に
、
宗
長
古
人
申
し
聞
せ
た
る
次
第
、
一
々
記
し

て
参
ら
す
べ
き
由
、
貴
命
と
は
申
な
が
ら
、
憚
の
関
の
は
ば
か
り
無
き
に
あ
ら

ず
、
殊
更
帰
京
の
御
い
と
ま
な
ど
申
し
上
げ
た
る
に
て
、
竹
の
泊
り
の
と
ま
り

難
く
、
一
夜
二
夜
の
仮
臥
し
も
し
つ
く
、
舟
出
の
ぬ
さ
取
り
あ
へ
ず
筆
に
任
せ

た
る
事
共
な
り
か
し
。
芳
言
を
添
へ
ら
れ
し
迷
惑
仕
た
る
趣
御
披
露
所
仰
候
也
。

天
文
第
七

　
　

六
月
三
日 

宗
牧

半
隠
軒

と
あ
る
。
こ
の
奥
書
に
つ
い
て
は
米
原
正
義
、
木
藤
才
蔵
に
考
察
が
あ
り
、「
半
隠

軒
」
が
畠
山
義
総
被
官
の
飯
川
半
隠
軒
宗
春
で
、
こ
の
注
釈
は
畠
山
義
総
に
あ
て
た

も
の
だ
ろ
う
と
さ
れ
）
10
（

る
。「
右
二
百
韻
、
備
御
一
覧
候
処
に
、
宗
長
古
人
申
し
聞
せ

た
る
次
第
、
一
々
記
し
て
参
ら
す
べ
き
由
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
宗
牧
は

二
つ
の
百
韻
を
そ
の
ま
ま
見
せ
よ
う
と
し
て
い
た
が
、「
貴
命
」
に
よ
り
、
宗
長
の

指
導
の
内
容
を
も
と
）
11
（

に
注
釈
を
認
め
て
お
く
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
『
矢
嶋
小
林
庵
百
韻
』・『
享
禄
五
年
住
吉
法
楽
百
韻
』
の
宗
牧
注
に
つ
い
て
見
て

き
た
が
、
宗
牧
が
前
者
は
宗
碩
に
、
後
者
は
広
く
人
々
に
見
せ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

宗
牧
に
注
釈
を
依
頼
し
た
畠
山
義
総
か
と
さ
れ
る
人
物
が
、
そ
の
作
品
だ
け
で
は
な

く
「
宗
長
古
人
申
し
聞
せ
た
る
次
第
」、
つ
ま
り
宗
長
が
宗
牧
に
語
っ
た
内
容
に
も

価
値
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

宗
牧
注
二
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
の
最
後
の
『
天
文
九
年
梅
宗
牧
両
吟
百
韻
』
は
天
文

九
年
四
月
に
宗
牧
が
近
衛
稙
家
と
両
吟
し
た
も
の
で
、
天
文
十
一
年
に
「
佐
野
藤
九

郎
」
と
い
う
人
物
の
求
め
に
よ
っ
て
注
が
書
か
れ
た
こ
と
を
示
す
近
衛
稙
家
の
奥
書

訪
れ
、
間
を
開
け
つ
つ
四
日
程
で
完
成
し
た
作
品
で
あ
る
。『
実
隆
公
）
6
（
記
』
の
享
禄

五
年
一
月
十
四
日
・
十
八
日
・
二
十
一
日
・
二
十
二
日
条
に
宗
牧
と
の
連
歌
の
記
事

が
見
え
る
。
実
隆
の
歌
集
『
再
昌
）
7
（
草
』
御
所
本
一
〇
〇
三
番
に
も
、
享
禄
五
年
正
月

十
九
日
と
二
十
日
の
歌
の
間
に
発
句
「
春
の
色
染
め
出
だ
す
海
の
み
ど
り
哉
」
が
載

り
、
そ
の
詞
書
に
「
宗
牧
法
師
、
住
吉
法
楽
と
て
所
望
の
発
句
」
と
有
り
、
宗
牧
の

熱
意
に
よ
っ
て
実
現
し
た
百
韻
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

こ
の
百
韻
の
七
五
番
句
と
七
六
番
句
の
付
合
の
注
を
見
る
と
、
次
の
傍
線
部
の
よ

う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

75
山
梨
の
み
の
年
切
り
を
花
に
見
て　

牧

　
　

76
春
は
あ
り
け
り
お
ふ
の
浦
波　
　
　

雪

前
句
に
寄
る
所
、
山
梨
に
は
年
切
り
あ
れ
ど
も
、
浦
波
の
花
は
毎
春
変

は
ら
ぬ
由
也
。
身
と
云
ふ
字
も
大
事
也
。
此
の
付
様
、
人
あ
ま
た
不
審

し
侍
り
。
花
の
事
な
り
。

花
咲
て
み
な
ら
ぬ
も
の
は
わ
だ
つ
み
の
か
ざ
し
に
さ
せ
る
沖
つ
し
ら
な

み桜
あ
さ
の
お
ふ
の
浦
波
立
帰
り
あ
か
で
ぞ
み
つ
る
山
な
し
の
花

こ
れ
は
、
他
の
人
々
に
見
せ
た
際
に
、
こ
の
付
合
が
ど
の
よ
う
に
付
い
て
い
る
の
か

「
不
審
」
だ
と
言
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
前
句
の
「
花
」
を
波
の
花
と
す
る
こ
と
で
き

ち
ん
と
付
い
て
い
る
、
と
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
波
を
花
に
見
立
て
る

証
歌
と
し
て
「
花
咲
て
」
の
歌
（
後
撰
和
歌
集
・
羈
旅
・
一
三
六
〇
・
小
町
、
第
三

句
「
わ
だ
つ
う
み
の
」）
を
挙
げ
、「
苧
生
の
浦
波
」
と
「
山
梨
」
の
花
を
詠
む
例
と

し
て
「
桜
あ
さ
の
」
の
歌
（
新
古
今
和
歌
集
・
雑
上
・
一
四
七
三
・
俊
頼
、
第
四
句

「
見
れ
ど
も
あ
か
ず
」）
を
挙
げ
、
付
合
の
根
拠
を
示
し
て
い
）
8
（
る
。

　

こ
の
注
で
は
、「
人
あ
ま
た
」
と
あ
る
の
で
、
作
品
完
成
後
に
座
に
参
加
し
て
い

な
い
人
々
に
そ
の
作
品
を
見
せ
、
そ
こ
で
質
問
さ
れ
た
り
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
注
釈
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流
の
連
歌
師
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
宗
牧
が
自
身
の
正
統
性
を
周
囲
に
示
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
良
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
は
じ
め
に
で
触
れ
た
よ
う
に
、
宗
牧
が
天
文
九
年
頃
に
北
野
の

宗
匠
に
就
い
た
こ
と
も
、
こ
の
一
連
の
作
品
と
注
釈
の
背
景
と
し
て
重
要
だ
と
考
え

る
。
宗
牧
に
は
他
に
も
大
永
三
年
・
四
年
の
独
吟
月
次
百
韻
を
は
じ
め
と
し
て
多
数

の
連
歌
作
品
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
は
注
を
付
し
て
い
な
い
。
こ
の
天
文
年
間
の
宗

牧
の
意
識
と
、
周
囲
か
ら
期
待
さ
れ
る
役
割
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
宗
牧
の
百
韻
注
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
見
て
き
た
。
宗
祇
の
参
加
し
た

規
範
と
な
る
作
品
の
注
と
、
自
身
の
参
加
し
た
両
吟
の
自
注
で
あ
る
。
連
歌
界
で
の

地
位
を
確
立
し
、
そ
れ
を
盤
石
な
も
の
と
し
て
息
子
の
宗
養
に
継
承
さ
せ
る
た
め
に

は
、
宗
牧
が
宗
祇
・
宗
長
・
宗
碩
ら
の
連
歌
を
受
け
継
ぎ
、
彼
ら
が
果
た
し
て
き
た

貴
顕
と
武
家
、
都
と
地
方
の
橋
渡
し
等
の
役
割
を
も
受
け
継
い
で
い
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
を
内
外
に
示
す
一
つ
の
形
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
と
注
釈
で
あ
る
、
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

次
節
で
は
、
都
を
離
れ
た
旅
中
で
ど
の
よ
う
に
注
釈
が
成
立
し
た
の
か
を
見
て
い

き
た
い
。四　

第
三
グ
ル
ー
プ
の
百
韻
注

　

第
三
グ
ル
ー
プ
の
『
東
国
紀
行
』
の
旅
中
の
天
文
十
三
年
・
十
四
年
の
作
品
と
そ

の
注
釈
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

　
『
東
国
紀
行
』
の
旅
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
）
13
（

く
。『
東
国
紀
行
』
は
宗
牧
の
紀
行
文

で
、
天
文
十
三
年
九
月
に
子
の
宗
養
ら
を
伴
っ
て
都
を
立
ち
、
翌
年
の
三
月
に
江
戸

に
着
き
、
浅
草
の
観
音
堂
に
参
詣
し
て
隅
田
川
に
向
か
う
ま
で
の
旅
の
様
子
を
記
し

て
い
る
。
尾
張
で
織
田
信
秀
に
女
房
奉
書
を
渡
す
な
ど
、
武
将
と
の
交
流
や
連
歌
会

が
あ
る
。
こ
れ
も
、
両
吟
の
相
手
が
近
衛
稙
家
で
あ
る
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
武
家
等
の
求
め
に
応
じ
て
自
身
の
参
加
し
た
作
品
の
注
釈
を
残
し
て
い
る

の
も
前
の
二
作
品
と
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
が
天
文
年
間
に
集
中
し
て
成
立
し
て
い

る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

先
ほ
ど
、
宗
長
や
宗
碩
の
説
を
注
釈
に
取
り
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し

た
。
同
じ
こ
と
が
古
注
釈
だ
け
で
は
な
く
宗
牧
の
連
歌
論
書
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の

時
期
に
成
立
し
た
『
当
風
連
歌
秘
事
』
の
奥
書
を
挙
げ
）
12
（
る
。

右
此
の
一
冊
は
、
あ
な
が
ち
に
吾
が
口
心
よ
り
出
づ
る
に
非
ず
。
宗
砌
、
心
敬
、

宗
祇
、
兼
載
、
宗
長
、
宗
碩
よ
り
、
詞
口
を
以
て
之
を
示
す
者
也
。
又
は
近
日

田
舎
辺
、
東
の
果
て
迄
も
一
見
に
罷
り
下
る
べ
し
と
存
じ
立
ち
候
。
然
れ
ば
、

其
方
を
も
誘
引
す
べ
き
候
之
間
、
自
然
、
此
の
道
の
人
々
尋
ね
候
は
ば
、
斯
く

の
ご
と
く
答
へ
ら
る
べ
き
者
也
。

天
文
十
一
年
三
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
牧
在
判

無
為
公
江　

進
覧

天
文
十
一
年
に
「
無
為
」
に
与
え
た
と
す
る
が
、
こ
れ
は
息
子
の
宗
養
の
こ
と
で
あ

る
。
伊
勢
の
方
に
共
に
下
向
す
る
に
あ
た
り
、
連
歌
の
道
に
志
す
人
に
連
歌
に
つ
い

て
の
質
問
を
さ
れ
た
時
に
連
歌
師
と
し
て
ど
の
よ
う
に
答
え
れ
ば
良
い
か
を
記
し
た

も
の
だ
、
と
し
て
い
る
。
傍
線
を
付
し
た
箇
所
で
、
こ
れ
は
宗
牧
独
自
の
連
歌
論
で

は
な
く
、
宗
砌
、
心
敬
、
宗
祇
、
兼
載
、
宗
長
、
宗
碩
か
ら
伝
わ
っ
た
説
だ
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
は
、
宗
牧
自
身
が
そ
の
後
継
者
で
あ
り
、
今
そ
れ
を
息
子
に
伝
え
る

の
だ
、
と
い
う
意
識
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
期
間
に
集
中
し
て
宗
長
や
貴
顕
と
の
両
吟
の
注
釈
、
そ
れ
も
宗
長
・
宗
碩
の

説
を
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
そ
の
師
で
あ
る
宗
祇
を
は
じ
め
と
す
る
連
歌
師
の
説
の
継

承
を
も
対
外
的
に
示
す
注
釈
や
論
書
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
は
、
宗
牧
が
一
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連
歌
作
品
と
古
注
釈
の
成
立
に
つ
い
て　
　
　

浅
井
美
峰

で
き
る
。

　

天
文
十
三
年
九
月
二
十
日
過
ぎ
に
都
を
立
っ
た
後
、
宗
牧
は
『
東
国
紀
行
』
の
中

に
あ
る
だ
け
で
、
七
十
句
の
発
句
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
う
ち
、
連
歌
会
や
独
吟
を

含
む
当
座
の
連
歌
で
詠
ん
だ
発
句
が
六
十
句
、
別
の
場
所
等
か
ら
所
望
さ
れ
て
詠
ん

だ
発
句
が
十
句
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
う
ち
現
在
百
韻
・
千
句
と
し
て
確
認
で
き
る
作
品
は
、
天
文
十
三

年
十
月
十
五
日
の
永
田
氏
弘
の
も
と
で
の
百
韻
と
、
天
文
十
三
年
閏
十
一
月
二
十
五

日
の
西
郡
千
句
第
四
百
韻
、
そ
し
て
、『
天
文
十
三
年
十
二
月
宗
牧
独
吟
百
韻
』
と

『
天
文
十
四
年
二
月
宗
牧
独
吟
百
韻
』
の
四
つ
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど
の
連
歌
は
現
在

残
っ
て
い
な
い
。

　
『
東
国
紀
行
』
の
記
述
は
天
文
十
四
年
三
月
ま
で
し
か
な
い
が
、
そ
の
後
亡
く
な

る
九
月
二
十
二
日
ま
で
を
見
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
小
川
幸
三
「
宗
牧
『
東

国
紀
行
』
補
綴
―
金
沢
市
立
図
書
館
本
を
中
心
に
）
14
（
―
」
で
は
、
そ
の
期
間
の
宗
牧
の

連
歌
作
品
に
つ
い
て
、
金
沢
市
立
図
書
館
本
『
宗
牧
句
集
』
を
基
本
資
料
と
し
て
、

様
々
な
資
料
を
挙
げ
る
。
そ
の
期
間
の
宗
牧
が
参
加
し
た
連
歌
で
現
在
確
認
で
き
る

の
は
、
天
文
十
四
年
四
月
十
六
日
の
土
岐
原
治
英
所
望
に
よ
る
宗
牧
独
吟
百
韻
と
天

文
十
四
年
五
月
八
日
の
宗
牧
・
道
増
他
に
よ
る
百
韻
の
二
つ
の
み
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
旅
中
の
土
地
土
地
で
の
連
歌
会
で
の
連
歌
は
ほ
と
ん
ど
が
失

わ
れ
た
中
で
、
宗
牧
の
独
吟
百
韻
が
三
つ
残
り
、
そ
の
自
注
を
載
せ
る
本
も
残
っ
て

い
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
宗
牧
の
独
吟
が
珍
重
さ
れ
、
人
々
に
読
ま
れ
た
こ
と
の
証
左

で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
独
吟
百
韻
が
成
立
し
、
注
釈
が
付
さ
れ
た
の
か
を
見
て

い
き
た
い
。

　

ま
ず
天
文
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
の
宗
牧
独
吟
百
）
15
（

韻
だ
が
、
こ
れ
は
師
宗
長
の

追
善
の
た
め
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
東
国
紀
行
』
に
は
、
宗
長
の
息
子
の
誰

の
記
録
が
見
え
る
。
宗
牧
は
そ
の
後
、
天
文
十
四
年
九
月
に
下
野
国
佐
野
で
客
死
し

て
お
り
、
都
に
帰
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
旅
の
中
で
宗
牧
は
『
天
文
十
三
年
十
二
月
宗
牧
独
吟
百
韻
』・『
天
文
十
四
年

二
月
宗
牧
独
吟
百
韻
』・『
天
文
十
四
年
土
岐
原
治
英
所
望
宗
牧
独
吟
百
韻
』
の
三
つ

の
百
韻
の
注
釈
を
残
し
て
い
る
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
全
て
独
吟
だ
と
い
う
点

で
あ
る
。
前
項
ま
で
に
見
た
宗
牧
の
参
加
し
た
付
注
百
韻
は
、
三
吟
・
両
吟
で
、
宗

牧
独
吟
の
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
旅
中
の
付
注
百
韻
は
ど
れ
も
独
吟
で

あ
る
。
旅
中
で
の
百
韻
は
独
吟
が
ほ
と
ん
ど
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
付
注
の
作

品
が
独
吟
で
あ
る
こ
と
に
は
別
の
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
東
国
紀
行
』
の
中
で
、
連
歌
は
基
本
的
に
発
句
し
か
挙
げ
ら
れ
な
い
が
、
そ
の

発
句
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
天
文
十
三
年
閏
十
一
月
四
日
の
記

事
を
挙
げ
る
。

わ
だ
つ
海
の
か
ざ
し
の
花
か
雪
も
な
し

海
上
の
雪
た
ま
ら
ぬ
さ
ま
を
か
や
う
に
取
り
成
し
侍
り
。
お
ぼ
つ
か
な
し
。
い

ま
一
座
懇
望
と
て
、
円
福
に
し
て
、

水
鳥
の
を
り
は
へ
あ
や
の
う
き
藻
か
な

見
え
た
る
ま
ま
な
り
。

こ
の
よ
う
に
『
東
国
紀
行
』
の
中
に
は
、
古
注
釈
の
よ
う
に
自
身
の
発
句
に
つ
い
て
、

何
を
詠
ん
だ
も
の
か
、
ど
の
よ
う
な
景
だ
っ
た
か
な
ど
を
説
明
し
て
い
る
箇
所
が
あ

る
。
誰
が
そ
の
連
歌
会
に
参
加
し
た
か
な
ど
の
詳
細
は
描
か
れ
な
い
が
、
客
人
と
し

て
手
厚
く
迎
え
ら
れ
、
各
所
で
連
歌
に
参
加
し
て
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
基
本

的
に
は
こ
の
よ
う
に
、
独
吟
で
は
な
く
、
そ
の
土
地
の
人
々
と
連
歌
を
興
行
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
独
吟
の
第
三
グ
ル
ー
プ
の
百
韻
が
現
存
し
て
い
る
の
に
も
理
由
が

あ
る
の
で
あ
ろ
う
。『
東
国
紀
行
』
の
旅
で
宗
牧
が
加
わ
っ
た
連
歌
は
数
多
く
確
認
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第
二
種
注
の
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
・
天
理
図
書
館
蔵
本
に
分
類
さ
れ
て
き
）
16
（
た
。
そ

こ
で
金
子
は
「
な
お
京
大
谷
村
文
庫
『
連
歌
集
』
所
収
本
の
注
は
、
繁
簡
は
あ
る
が

第
二
種
に
な
ろ
う
」
と
す
る
が
、
第
二
種
注
と
比
較
す
る
と
差
異
が
見
ら
れ
、
同
じ

系
統
の
注
と
は
言
い
難
い
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
本
を
第
三
種
注
と

す
る
。
ま
た
、
富
山
市
立
図
書
館
山
田
孝
雄
文
庫
に
も
こ
の
百
韻
の
注
釈
が
あ
り
、

第
一
種
注
と
近
い
内
容
を
持
っ
て
い
る
が
、
厳
密
に
は
差
異
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、

第
四
種
注
と
す
る
。

　

こ
の
百
韻
の
成
立
の
状
況
に
つ
い
て
は
、『
東
国
紀
行
』
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。

北
条
氏
康
邸
で
の
記
事
を
引
く
。

太
守
よ
り
館
の
花
い
ま
だ
盛
り
な
れ
ば
、
明
夕
参
上
す
べ
き
よ
し
御
内
議
あ
り
。

君
卓
の
か
ざ
ら
れ
、
庭
籠
の
鳥
、
数
々
の
面
白
さ
、
遣
り
水
の
か
け
ひ
雨
に
紛

は
ず
。
水
上
は
箱
根
の
水
海
よ
り
な
ど
聞
き
侍
り
て
驚
く
ば
か
り
な
り
。
例
の

発
句
、
又
当
座
、

花
の
色
も
鳥
の
音
お
し
む
夕
哉

た
だ
今
の
景
気
成
べ
し
。
こ
の
発
句
に
て
一
折
独
吟
に
す
べ
き
よ
し
、
し
き
り

の
御
事
に
て
、
然
ば
御
脇
を
な
ど
申
侍
ば
、
作
者
に
と
て
、

霞
に
も
る
る
こ
す
の
外
の
山

今
日
は
二
月
廿
五
日
、
北
野
御
神
事
、
右
京
兆
一
日
千
句
万
代
不
休
の
吉
日
な

れ
ば
、
御
稽
古
の
は
じ
め
に
は
尤
珍
重
の
よ
し
申
な
し
て
退
出
。

北
条
氏
康
の
館
で
、
花
の
盛
り
に
庭
に
は
籠
に
入
れ
ら
れ
た
鳥
が
鳴
く
、
そ
の
豪
華

で
興
趣
あ
る
様
子
を
発
句
に
詠
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
そ
の
発
句
で
「
一
折
独
吟
」
す

る
よ
う
に
催
促
さ
れ
、
脇
を
詠
む
よ
う
に
促
し
た
ら
代
作
を
命
じ
ら
れ
た
、
と
い
う

場
面
で
あ
る
。
館
の
「
庭
籠
の
鳥
」
と
「
花
」
を
賞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
条
氏

康
へ
の
祝
言
と
し
て
い
る
。
百
韻
注
で
は
こ
の
発
句
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ

う
に
説
明
し
て
い
る
。
便
宜
上
第
一
種
注
を
①
、
第
二
種
注
を
②
と
番
号
で
表
し
、

庵
と
連
れ
立
っ
て
宗
長
の
墓
参
り
を
す
る
場
面
が
あ
り
、
そ
の
後
に
次
の
傍
線
を
付

し
た
発
句
が
載
る
。

府
中
に
来
て
、

見
れ
ば
見
し
跡
と
ふ
雪
の
山
路
か
な

と
思
ひ
続
け
侍
り
。
彼
物
語
の
こ
の
山
の
段
に
、
か
か
る
道
は
い
か
で
か
い
ま

す
る
と
い
ふ
を
見
れ
ば
、
見
し
人
な
り
と
か
有
り
け
る
詞
を
取
り
た
る
ば
か
り

な
り
。
是
を
誰
庵
に
つ
か
は
し
た
ら
ば
、
必
ず
興
行
せ
ら
る
べ
し
。
あ
ま
り
月

迫
な
れ
ば
煩
は
し
さ
も
い
か
が
に
て
、
独
吟
に
つ
か
う
ま
つ
り
た
り
。

こ
こ
で
は
、
誰
庵
に
そ
の
発
句
を
見
せ
た
ら
連
歌
を
興
行
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
が
、

十
二
月
の
末
も
迫
っ
て
い
る
の
で
煩
わ
し
い
こ
と
も
良
く
な
い
と
思
い
独
吟
に
し
た
、

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
発
句
に
つ
い
て
、
自
注
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

見
れ
ば
み
し
跡
と
ふ
雪
の
山
路
哉　
　

宗
牧

誰
庵
と
も
な
ひ
柴
屋
古
跡
見
侍
し
に
、
発
句
と
て
所
望
あ
り
し
を
、
と
み

の
事
な
れ
ば
出
来
が
た
く
て
、
府
中
一
花
堂
旅
亭
に
帰
り
、
年
の
終
は
り

の
手
向
も
や
と
侍
り
。
此
五
文
字
、
彼
物
語
に
「
修
行
者
逢
た
り
。
か
か

る
道
は
い
か
で
い
ま
す
る
を
、
と
云
ふ
を
見
れ
ば
、
見
し
人
な
り
け
り
」

と
あ
れ
ば
、
所
柄
思
ひ
よ
そ
へ
ら
れ
て
、
誰
庵
の
教
へ
、
見
れ
ば
見
し
旧

跡
な
り
と
云
ふ
心
に
や
。

『
伊
勢
物
語
』
第
九
段
の
地
の
文
を
典
拠
に
し
た
発
句
で
、
宇
津
の
山
が
近
く
、
宗

長
の
旧
跡
だ
と
い
う
こ
と
も
思
い
合
わ
せ
て
詠
ん
だ
、
と
説
明
し
て
い
る
。『
東
国

紀
行
』
で
は
「
煩
は
し
さ
も
い
か
が
に
て
」
独
吟
に
し
た
と
書
い
て
い
た
が
、
旅
宿

で
誰
庵
等
と
連
歌
を
興
行
す
る
の
で
は
な
く
、
師
宗
長
の
追
善
の
た
め
に
思
い
を
込

め
て
詠
ん
だ
百
韻
だ
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。

　

次
に
、
天
文
十
四
年
二
月
二
十
五
日
の
宗
牧
独
吟
百
韻
の
考
察
に
移
る
。
こ
の
百

韻
の
古
注
釈
は
、
金
子
金
治
郎
に
よ
っ
て
、
第
一
種
注
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
、
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①
「
こ
ゆ
る
ぎ
」
は
相
模
の
国
な
り
。
此
の
ふ
も
と
に
て
の
独
吟
な
れ
ば
、

其
の
所
の
名
所
を
寄
せ
し
と
也
。

②
相
州
の
名
所
な
れ
ば
、
氏
康
の
挨
拶
の
心
有
り
。
明
け
方
に
急
げ
ど
も
旅

行
過
ぎ
が
て
成
様
也
。

③
こ
ゆ
る
ぎ
の
磯
、
相
模
の
名
所
也
。
明
け
て
旅
立
つ
べ
き
も
飽
か
ぬ
旅
寝

の
よ
し
、
氏
泰

（
マ
マ
）へ
の
挨
拶
也
。
方
違
の
時
、
伊
与
介
子
紀
伊
守
に
て
の
こ

と
、「
主
も
肴
求
め
て
こ
ゆ
る
ぎ
の
い
そ
ぎ
あ
り
く
」
な
ど
と
あ
り
。

④
小
余
綾
の
礒
、
相
模
国
也
。
氏
康
に
て
の
連
歌
な
れ
ば
其
所
の
名
所
を
よ

せ
し
也
。

②
③
は
氏
康
へ
の
挨
拶
に
触
れ
る
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
①
は
連
歌
の
興
行
場
所

の
説
明
の
み
で
、
氏
康
の
こ
と
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
④
は
氏
康
の
も
と
で
の
連
歌

だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
③
は
、
他
の
注
に
な
い
、『
源
氏
物
語
』
帚
木
の
「
小
余
綾

の
磯
」
に
「
急
ぐ
」
を
掛
け
る
例
を
挙
げ
て
い
る
。

　

氏
康
か
ら
当
座
で
独
吟
の
一
折
を
所
望
さ
れ
、
実
際
に
そ
の
場
で
ど
こ
ま
で
句
を

詠
ん
だ
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
句
で
相
模
の
小
余
綾
の
磯
を
詠
み
、
急
ぐ
旅
だ

が
も
っ
と
こ
こ
に
留
ま
っ
て
い
た
い
、
と
し
て
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
日
数
が
経
た
な
い

う
ち
に
百
韻
を
独
吟
で
完
成
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。『
東
国
紀
行
』
に
拠
る

と
、
二
十
五
日
に
発
句
を
詠
ん
だ
後
、
二
十
八
日
に
出
立
し
て
い
る
の
で
、
氏
康
邸

に
い
る
間
に
完
成
さ
せ
て
献
上
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

注
釈
の
成
立
を
考
え
る
際
に
、
本
文
の
異
同
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
七
十
二
番

句
の
注
を
、
句
と
と
も
に
掲
出
し
た
。
前
句
の
七
十
一
番
句
は
異
同
な
く
「
隔
ら
ん

遠
方
人
の
峰
の
雲
」
と
い
う
句
で
あ
る
。

①
あ
ひ
み
ん
ま
で
もの

イ

心
く
る
し
も

あ
ひ
み
ん
ま
で
、
遠
方
人
を
帰（

隔
カ
）る
か
と
詠
は
、
く
る
し
か
ら
ん
と
い
ふ
儀

也
。

第
一
種
注
に
続
け
て
順
に
第
四
種
注
ま
で
並
べ
）
17
（
た
。

1
花
の
色
も
鳥
の
音
惜
し
む
夕
か
な

①
夕
に
な
れ
ば
鳥
の
音
の
絶
ゆ
る
を
我
が
惜
し
む
心
を
推
し
て
、
花
も
夕
を

残
し
て
暮
れ
ぬ
と
い
ふ
儀
な
り
。

②
花
の
色
に
は
夕
無
き
物
也
。
鳥
は
夕
を
知
り
て
音
を
絶
ゆ
れ
ば
、
花
も
鳥

の
音
を
惜
し
み
て
夕
の
色
を
見
せ
ぬ
か
と
也
。
こ
な
た
よ
り
鳥
の
音
を
惜

し
む
心
よ
り
花
に
云
ひ
か
け
た
る
な
り
。

③
此
の
発
句
、
庭
籠
を
作
り
、
鳥
か
は
れ
し
、
先
是
を
賞
せ
し
事
也
。
心
は

鳥
は
暮
れ
て
音
を
留
る
事
也
。
花
は
暮
れ
て
も
光
あ
り
て
暮
れ
ぬ
様
な
る

間
、
花
の
香

（
マ
マ
）も
其
の
鳥
の
音
惜
し
む
か
と
也
。
花
鳥
に
執
心
あ
る
故
、
如

此
見
出
だ
し
た
る
也
。

④
夕
に
な
れ
ば
鳥
の
音
の
絶
る
を
惜
み
て
花
の
し
ら
し
ら
と
夕
を
残
し
鳥
を

鳴
す
る
か
と
云
儀
也
。

比
較
す
る
と
、
①
と
④
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
、
ど
ち
ら
も
こ
の
百
韻
の
成
立
に
関
わ

る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
②
は
、
端
作
り
の
賦
物
の
下
の
と
こ
ろ
に
「
相
州
小
田
原

氏
康
庭
籠
の
座
敷
に
て
花
を
見
せ
ら
れ
し
時
、
俄
に
独
吟
所
望
な
り
。
当
座
一
折
し

て
、
後
日
百
韻
に
な
り
侍
る
な
り
」
と
成
立
事
情
の
説
明
が
あ
る
の
で
、
発
句
の
注

釈
の
方
は
句
の
内
容
の
説
明
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
③
は
、
庭
籠
の
鳥
を
賞
し
た
句

だ
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
説
明
し
て
い
る
。
端
作
り
で
「
北
条
氏
康
」
と
あ
る
べ
き
と

こ
ろ
が
「
伊
勢
早
雲
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
不
審
で
あ
る
。
各
注
間
に
大
き
な
内
容

の
差
は
無
い
が
、
①
④
が
簡
潔
で
、
③
が
懇
切
な
注
で
あ
る
、
と
い
う
特
徴
は
見
え

る
。

　

九
十
九
番
句
の
注
で
は
、

98
明
け
に
け
ら
し
も
月
か
た
ぶ
き
ぬ
（
③
④
あ
け
に
け
ら
し
な
）

99
こ
ゆ
る
ぎ
の
い
そ
ぐ
も
飽
か
ぬ
旅
枕
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つ
ま
り
、
旅
の
中
と
い
う
制
約
に
よ
っ
て
、
逆
に
、
連
歌
と
注
釈
が
連
関
を
持
っ

て
成
立
す
る
場
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
帰
路
の
連
歌
会
の
約
束
等
の
記

述
が
『
東
国
紀
行
』
に
見
え
る
の
で
、
宗
牧
自
身
は
こ
の
旅
中
で
死
ぬ
と
は
思
っ
て

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
高
齢
な
こ
と
も
あ
り
、
東
国
で
歓
待
し
て
く
れ
る
武
士
達

だ
け
で
な
く
、
同
行
し
て
い
る
年
若
い
息
子
宗
養
の
た
め
に
も
、
独
吟
で
連
歌
を
巻

き
、
そ
れ
に
注
釈
を
加
え
て
規
範
的
な
も
の
と
し
て
残
す
と
い
う
こ
と
を
旅
の
中
で

行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
節
・
三
節
で
、
宗
牧
が
宗
養
へ
の
連
歌
道
継
承
を
意
識

し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
旅
中
の
独
吟
百
韻
と
そ
の
注
釈
の
成
立
も
そ

の
視
点
で
見
る
べ
き
で
あ
ろ
）
19
（
う
。

五　

お
わ
り
に

　

金
子
金
治
郎
は
『
連
歌
古
注
釈
の
研
究
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
古
注
釈
を
時
代

ご
と
に
概
観
し
、
宗
牧
の
時
代
（
宗
祇
門
流
の
時
代
）
を
、
注
釈
が
「
盛
行
し
て
頂

上
に
達
」
し
た
時
期
だ
と
し
て
い
る
。

成
立
期　

応
仁
前
後
ま
で
の
七
賢
の
時
代
。

注
釈
は
諸
分
野
を
開
拓
す
る
が
百
韻
注
に
は
及
ば
な
い
。

宗
祇
の
時
代　

応
仁
以
後
宗
祇
中
心
の
時
代
。

百
韻
注
の
登
場
に
よ
っ
て
分
野
が
拡
大
す
る
。

宗
祇
門
流
の
時
代　

宗
牧
没
（
天
文
十
四
）
前
後
ま
で
。

注
釈
は
盛
行
し
て
頂
上
に
達
す
る
。

紹
巴
の
時
代　

安
土
桃
山
の
紹
巴
中
心
の
時
代
。

注
釈
の
分
野
は
縮
少
し
、
固
定
す
る
。

　

こ
れ
は
、
松
本
麻
子
が
「
連
歌
「
古
注
」
の
変
）
20
（

遷
」
で
、
宗
牧
の
時
代
の
古
注
釈

が
武
家
を
対
象
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
指
摘
す
る
こ
と
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

②
あ
ひ
み
む
ま
で
の
な
が
め
く
る
し
も

嶺
の
雲
を
詠
て
あ
ひ
み
ん
ま
で
と
う
ち
侘
た
る
様
也
。

③
あ
ひ
見
む
ま
で
の
な
が
め
い
つ
ま
で

旅
行
人
を
峰
の
雲
も
隔
ら
む
と
な
り
。
あ
ふ
ま
で
の
こ
と
は
い
つ
ま
で
の

な
が
め
な
ら
む
、
と
な
り
。

④
あ
ひ
見
ん
ま
で
の
な
が
め
く
る
し
も

又
あ
は
ん
ま
で
遠
方
人
に
あ
た
り
も
詠
れ
ば
く
る
し
き
と
な
り
。

傍
線
部
に
異
同
が
あ
る
が
、
①
②
④
の
注
の
内
容
か
ら
、
も
と
も
と
の
句
形
は
「
な

が
め
く
る
し
も
」
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
①
は
「
心
く
る
し
も
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

注
中
で
「
詠
は
（
な
が
む
は
）」
と
し
て
い
る
の
で
、
注
が
書
か
れ
た
時
は
「
な
が

め
く
る
し
も
」
の
形
で
、
そ
の
後
句
に
異
同
が
生
じ
た
と
考
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て

③
の
注
は
「
な
が
め
い
つ
ま
で
」
と
い
う
句
に
対
応
す
る
形
で
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。

①
②
④
と
③
の
注
が
別
々
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

十
三
番
句
の
①
の
注
に
「
此
て
に
を
は
、
初
心
に
て
は
い
か
が
の
由
申
さ
れ
候
」

と
あ
り
、
宗
牧
か
ら
の
聞
き
書
き
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
①

の
注
は
比
較
的
宗
牧
に
近
い
と
こ
ろ
で
成
立
し
、
④
・
②
が
そ
れ
に
次
ぎ
、
③
の
注

は
時
代
が
下
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

北
条
氏
康
へ
の
献
上
を
念
頭
に
置
い
て
宗
牧
が
独
吟
で
詠
ん
だ
百
韻
で
、
そ
の
後

の
旅
中
に
そ
の
百
韻
に
つ
い
て
宗
牧
が
語
る
場
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
す
る
と
、
作

品
の
成
立
と
注
釈
の
成
立
が
ほ
と
ん
ど
同
時
で
、
注
釈
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て

句
を
詠
ん
で
い
る
可
能
性
す
ら
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

詠
作
事
情
は
分
か
ら
な
い
が
、
天
文
十
四
年
四
月
十
六
日
の
土
岐
原
治
英
の
所
望

に
よ
る
宗
牧
独
吟
百
）
18
（

韻
も
、
発
句
で
も
連
歌
会
で
も
な
く
「
独
吟
百
韻
」
を
最
初
か

ら
所
望
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
、
注
釈
す
る
に
値
す
る
よ
う
な
作
品
を
作
ろ
う
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
連
歌
を
詠
む
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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Ｐ
Ｓ
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よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。

註（
1
）　

連
歌
の
古
注
釈
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
は
、
歴
史
的
展
開
を
総
括
し
た
金
子
金
治
郎
『
連
歌
古

注
釈
の
研
究
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
）、
自
注
の
存
在
か
ら
連
歌
の
性
格
に
つ
い
て
論
じ
た
島

津
忠
夫
「
自
注
の
あ
る
文
芸
と
い
う
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
」（『
島
津
忠
夫
著
作
集　

第
二
巻
』、
和
泉

書
院
、
二
〇
〇
三
年
）、
古
注
釈
の
対
象
と
目
的
を
明
ら
か
に
し
た
松
本
麻
子
「
連
歌
「
古
注
」
の

変
遷
」（『
文
学
』
十
二
巻
四
号
、
二
〇
一
一
年
七
月
）、
兼
載
の
作
意
を
古
注
釈
か
ら
探
っ
た
長
谷

川
千
尋
「
兼
載
「
三
句
め
」
の
技
法
」（『
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
』
十
三
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）、

「
句
解
の
分
岐
点
―
『
聖
廟
法
楽
千
句
』
古
注
を
め
ぐ
っ
て
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
一
二
五
号
、
二
〇
〇

六
年
五
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
2
）　

宗
牧
の
事
績
に
つ
い
て
は
木
藤
才
蔵
『
連
歌
史
論
考　

下
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。

宗
匠
の
継
承
に
つ
い
て
は
、
金
子
金
治
郎
「
連
歌
宗
匠
の
行
く
え
」（『
國
學
院
雑
誌
』
七
二
巻
一
一

号
、
一
九
七
一
年
一
一
月
）
に
考
証
が
あ
る
。

（
3
）　
『
湯
山
三
吟
百
韻
』・『
小
松
原
独
吟
百
韻
』・『
宗
祇
独
吟
何
人
百
韻
』
と
そ
の
注
釈
や
奥
書
の
本

文
は
、
金
子
金
治
郎
『
宗
祇
名
作
百
韻
注
釈
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
五
年
）
に
拠
る
。
な
お
、
資
料

の
引
用
に
際
し
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
私
に
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
以
下
の
引
用
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
百
韻
・
注
釈
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
、
註
1
前
掲
の
金
子
金

治
郎
『
連
歌
古
注
釈
の
研
究
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
）
に
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
に
つ
い
て
の
解

説
が
あ
る
。
以
下
に
引
用
す
る
金
子
金
治
郎
説
は
、
特
に
断
ら
な
い
場
合
全
て
こ
の
書
に
拠
る
。

（
4
）　
『
矢
嶋
小
林
庵
百
韻
』
の
本
文
は
九
州
大
学
文
学
部
蔵
本
（
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
画
像
、https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100023723/view

er/1

）
に
拠
っ
た
。『
享
禄
五

年
住
吉
法
楽
百
韻
』・『
天
文
九
年
梅
宗
牧
両
吟
百
韻
』
の
本
文
は
桂
宮
本
叢
書
第
十
八
巻
『
連
歌 

一
』（
養
徳
社
、
一
九
五
四
年
）
に
拠
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
、
註
1
前
掲
の
金

子
金
治
郎
『
連
歌
古
注
釈
の
研
究
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
）
に
解
説
が
あ
る
。

（
5
）　

こ
の
百
韻
と
そ
の
注
釈
を
中
心
に
、
宗
牧
の
連
歌
に
つ
い
て
宗
長
と
の
関
係
か
ら
論
じ
た
竹
島
一

希
「
宗
牧
と
宗
長
」（『
国
語
国
文
』
七
十
九
巻
七
号
、
二
〇
一
〇
年
七
月
）
で
は
、
付
合
に
お
い
て

前
句
の
言
葉
に
応
じ
る
緻
密
さ
は
宗
長
か
ら
宗
牧
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
だ
と
す
る
。

（
6
）　
『
実
隆
公
記
』
巻
八
（
続
群
書
類
従
完
成
会
太
洋
社
、
一
九
五
八
年
）
に
拠
る
。

（
7
）　
『
私
家
集
大
成
』（
日
本
文
学
Ｗ
ｅ
ｂ
図
書
館
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
の
実
隆
1
〜
3
解
題
の

　
『
東
国
紀
行
』
で
宗
牧
が
、

こ
の
会
以
後
早
々
ま
か
り
立
つ
べ
き
に
さ
だ
め
た
れ
ば
、
下
内
太
郎
左
衛
門
し

て
、
池
田
宮
内
卿
、
平
井
右
兵
衛
尉
、
其
外
若
衆
達
、
連
歌
の
抄
一
巻
、
な
に

に
て
も
講
釈
懇
望
有
。
宗
祇
詠
草
の
う
ち
、『
下
草
』
の
う
ち
耳
遠
な
る
句
も

有
り
な
ど
言
ふ
人
有
り
て
、
又
四
五
日
逗
留
。

と
書
く
よ
う
に
、
地
方
の
武
家
が
連
歌
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
注
釈
や
講
釈
の

需
要
が
高
ま
っ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
以
前
、
拙
稿
「
付
句
集
『
春
夢

草
』
古
注
の
性
）
21
（
格
」
で
、
二
つ
の
注
釈
（『
春
夢
草
』
第
一
種
注
・
第
三
種
注
）
が
、

同
じ
資
料
を
も
と
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
多
様
な
注

釈
の
成
立
も
、
武
家
へ
の
講
釈
や
そ
の
聞
き
書
き
等
が
広
範
に
行
わ
れ
た
た
め
で
あ

る
。
講
釈
・
聞
き
書
き
か
ら
注
釈
と
い
う
形
に
整
備
し
た
り
、
注
釈
を
も
と
に
新
た

な
注
釈
を
著
す
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
注
釈
を
手
元
に
置
い
て
講
釈
す
る
と
い
う
こ
と

も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
宗
長
か
ら
宗
牧
へ
、
宗
牧
か
ら
宗
養
へ
等
、
連
歌

師
か
ら
連
歌
師
へ
師
説
を
受
け
継
ぎ
再
生
産
す
る
動
き
も
関
わ
っ
て
い
る
。
師
の
説

を
書
き
と
ど
め
、
そ
れ
を
自
身
の
テ
キ
ス
ト
と
す
る
、
と
い
う
規
範
的
作
品
の
設
定

が
、
注
釈
の
隆
盛
を
支
え
て
い
た
部
分
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
し
て
、
そ
の
規
範
と
す
べ
き
作
品
を
作
る
こ
と
と
、
そ
れ
に
注
釈
を
付
す
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
同
時
期
に
行
わ
れ
る
と
い
う
点
に
、
座
の
文
芸
と
し
て
の
連
歌
の
作
品

と
注
釈
の
特
徴
が
現
れ
て
い
る
。
注
釈
は
そ
れ
自
体
が
規
範
的
な
も
の
だ
が
、
連
歌

の
注
釈
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
注
釈
に
よ
っ
て
連
歌
の
作
法
や
基
礎
的
な

知
識
を
身
に
つ
け
、
連
歌
に
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

連
歌
作
品
と
古
注
釈
の
多
様
な
成
立
状
況
は
、
連
歌
の
享
受
層
の
広
が
り
が
も
た

ら
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
連
歌
に
限
ら
ず
、
戦
国
期
の
武
家
、
特
に
地
方
大
名

や
そ
の
家
臣
団
に
お
け
る
文
化
的
営
為
の
興
隆
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
八
号　

二
〇
二
〇
年

収
）
に
も
指
摘
が
あ
る
が
、『
二
根
集
』
に
、
宗
牧
が
旅
中
に
詠
ん
だ
句
に
つ
い
て
宗
養
が
山
田
で

語
っ
た
記
事
が
見
え
る
。
宗
養
が
宗
牧
か
ら
連
歌
師
と
し
て
の
あ
り
方
を
受
け
継
い
だ
、
一
つ
の
表

れ
だ
と
言
え
よ
う
。

（
20
）　

註
1
前
掲
論
文
。

（
21
）　
『
日
本
詩
歌
へ
の
新
視
点　

廣
木
一
人
教
授
退
職
記
念
論
集
』（
風
間
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
所
収
。

『
再
昌
草
』
御
所
本
に
よ
る
補
遺
に
拠
る
。

（
8
）　

和
歌
の
本
文
の
確
認
は
、
新
編
国
歌
大
観
（
日
本
文
学
Ｗ
ｅ
ｂ
図
書
館
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

で
行
っ
た
。『
連
珠
合
璧
集
』（『
連
歌
論
集　

一
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
五
年
）
で
も
、「
山
梨
ト

ア
ラ
バ
」
の
項
に
こ
の
新
古
今
和
歌
集
一
四
七
三
番
歌
を
挙
げ
て
お
り
、「
山
梨
」
と
「
苧
生
の
浦

波
」
は
寄
合
で
あ
る
。

（
9
）　

桂
宮
本
叢
書
第
十
八
巻
『
連
歌　

一
』（
養
徳
社
、
一
九
五
五
年
）
に
拠
る
。

（
10
）　

米
原
正
義
「
越
前
朝
倉
氏
の
文
芸
」（『
國
學
院
雑
誌
』
六
三
巻
十
・
十
一
号
、
一
九
六
二
年
十
一

月
）、『
戦
国
武
士
と
文
芸
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
七
六
年
）、
木
藤
才
蔵
『
連
歌
史
論
考　

下
』

（
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年
）
に
拠
る
。
畠
山
義
総
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
詳
し
く
触
れ
な
い
が
、

連
歌
師
や
五
山
僧
な
ど
を
媒
介
と
し
て
都
の
実
隆
等
と
文
化
的
交
流
を
持
つ
様
子
は
前
田
雅
之
「
畠

山
義
総
の
『
山
谷
詩
集
』
入
手
方
法
」（『
書
物
と
権
力　

中
世
文
化
の
政
治
学
』
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
一
八
年
）
等
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
宗
牧
と
宗
長
、
宗
牧
と
実
隆
の
両
吟
を
注
釈
を
付
し
て
送
る

よ
う
求
め
る
の
は
、
大
い
に
あ
り
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

（
11
）　
『
享
禄
五
年
住
吉
法
楽
百
韻
』
の
方
は
正
月
張
行
で
、
そ
の
年
の
三
月
に
宗
長
が
没
し
て
い
る
の

で
、
宗
長
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。『
矢
嶋
小
林
庵
百
韻
』
の
宗
牧
注
は
、

奥
書
に
あ
る
通
り
、
宗
長
の
指
導
の
内
容
を
詳
細
に
残
し
て
い
る
。

（
12
）　
『
連
歌
論
集　

四
』（
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
に
拠
る
。

（
13
）　
『
東
国
紀
行
』
の
旅
の
旅
程
や
登
場
す
る
武
家
や
僧
等
に
つ
い
て
は
鶴
崎
裕
雄
『
戦
国
の
権
力
と

寄
合
の
文
芸
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
八
年
）
に
詳
し
い
考
察
が
あ
る
。
金
子
金
治
郎
『
連
歌
師
と

紀
行
』（
桜
楓
社
、
一
九
九
〇
年
）
も
宗
牧
の
紀
行
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
こ
れ
以
降
の
『
東
国

紀
行
』
の
引
用
は
『
群
書
類
従
』
第
十
八
輯
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
二
八
年
）
に
拠
る
。

（
14
）　

金
子
金
治
郎
編
『
連
歌
研
究
の
展
開
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
五
年
）
所
収
。

（
15
）　

古
典
研
究
会
叢
書
別
巻
四
『
梵
燈
庵
主
返
答
書　

百
韻
連
歌
集　

歌
道
聞
書
』（
汲
古
書
院
、
一

九
七
五
年
）
の
影
印
に
拠
る
。

（
16
）　

金
子
金
治
郎
『
連
歌
古
注
釈
の
研
究
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
四
年
）。

（
17
）　

こ
の
百
韻
の
第
一
種
注
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
は
桂
宮
本
叢
書
第
十
八
巻
『
連
歌　

一
』

（
養
徳
社
、
一
九
五
四
年
）
に
拠
る
。
第
二
種
注
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
は
大
東
急
記
念
文
庫
善
本

叢
刊　

中
古
中
世
篇　

第
九
巻
『
連
歌
Ⅱ
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
、
解
題　

長
谷
川
千
尋
）

に
拠
る
。
第
三
種
注
の
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
本
は
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
カ
イ
ブ
の
画
像
（『
連
歌
集
』https://rm

da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item
/rb00012774

）
に
拠

る
。
第
四
種
注
の
富
山
市
立
図
書
館
山
田
孝
雄
文
庫
蔵
本
は
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

画
像
（https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100262753/view

er

）
に
拠
る
。

（
18
）　

金
子
金
治
郎
編
『
連
歌
貴
重
文
献
集
成
』
第
十
集
（
勉
誠
社
、
一
九
八
二
年
）
に
拠
る
。

（
19
）　

小
川
幸
三
「
宗
牧
『
東
国
紀
行
』
補
綴
―
金
沢
市
立
図
書
館
本
を
中
心
に
―
」（
註
14
前
掲
書
所


